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表 1 樹木画における成長指標 (GCL)
No. 成長指標 指標の解釈
1 大きすぎる木のサイズの縮小 攻撃的傾向，行動の誇示の緩和想念。もしくは神経質さの減少。
2 小さすぎる木のサイズの拡大 劣等感，無価値感の緩和。 Self-esteemの向上。
3 弱い線から線の強化・木の枠組みの強化 不適応感，優柔不断感の緩和。新たな役割への意欲，自我同一性。
I 4 2本線の幹と円冠で構成された木の解消 衝動性，回帰性の緩和。
5 細かい破線の解消 顕在的不安の緩和。
全 6 8歳以降に見られる果実:多すぎる果実の減少 自己を消耗させる依存欲求の緩和。
体 7 描次画元のス枝タかイルらの2次相元違のの幹解消と枝:へ2の次変元化の幹と 1 後年のトラウマによって阻害された発達の解消。
8 過度に濃い陰影もしくは強化された陰影の緩和 敵対的防衛もしくは攻撃的行動の緩和。
9 細部への過剰な描画の緩和 危わ険る葛な世藤界の緩に対和，す強る知迫覚性，の緩自我和統。制の保持にまつ
I 10 1歳以降に見られる底辺縁への配置の解消 未成熟の徴候の改善。
配置 11 用紙の偏りの緩和:均等な空間配置 切男性な的関係お性よ，び精女性神的的支発達配性の統の影合響。を受容できる適




I 16 枝の分岐 個人の成長や感知力の成長。





22 項主上の切断，崩平な項上部の枝構造の改 社な会い的し孤は否立感定のの減改少善。。 苦痛を伴う想念生活の拒否
W 23 円環状の樹冠の解消 衝動性，回帰性の改善。
樹
24 幹に覆い被さる樹冠の解消 自己内部の空虚感の減少。
25 閉じられた樹冠の解消 包囲， 自己表出の禁止に関する改善。
冠 26 聞いた樹過と小枝を持つ樹話 内的エネルギーの良好な流れ。
/ 27 はっきりとした数枚の葉を持つ茂み 対を生人関か係そにうおとすけるる欲交流求ののj増慮過加作。用。 好奇心や感覚












VI 39 強調しすぎの根の解消 不全感の減少，過度な情動反応。
キ艮 40 地平線の出現 ストレスに対する傷つきやすさや不安の解消。
41 地平線がある根の出現 抑圧された情動の解消。良好な環境関係。
42 ，鳥 内的自由，自由を求める欲求。明るい気分や希望，安定性。






















有 無 有 盤 ヱz 
出現度 22 1 12 12 7.69* 
* p< .01 
表 3 保育後の短期水遊び群における成長指標
(GCL)の出現項目
額出願 成長指標 人 % 
1 弱い線から線の強化・木の枠組みの強化(No.3) 8 I 35
2 平行で、歪曲のない幹，適度な幅 (No.35) 5 I 22
2 幹の成長(長さ) (No. 36) 5 I 22
4 過度に濃い陰影もしくは強化された陰影の緩和 (No.8) 4 I 17
5 幹の輪郭線のはっきりとした線 (No.34) 3 I 13
5 太陽 (No.45) 3 I 13
7 濃い陰影の減少 (No.31) 2 9 
7 地平線の出現 (No.40) 2 9 
7 鳥 (No.42) 2 9 
10 用紙の偏りの緩和 (No.11) 1 4 
10 枝の上部への自然な広がり，枝の成長(No.15) 1 4 
10 枝の分岐 (No.16) 1 4 
10 新しい枝 (No.19) 1 4 
10 項上の切断，肩平な項上部の枝構造の改善 (No.2) 1 4 
10 幹の輪郭線の統合 (No.33) 1 4 






頻出願 成長指標 人 % 
1 幹の成長(長さ) (No.36) 6 25 
2 弱い線から線の強化・木の枠組みの強化 (No.3) 2 8 
2 平行で歪曲のない幹，適度な幅 (No.35) 2 8 
2 傷，穴，節穴の消失 (No.37) 2 8 
5 小きすぎる木の拡大 (No.2) l 4 
5 過度に濃い陰影もしくは強化された陰影の緩和 (No.8) 1 4 
5 関係性が良好な枝の状態 (No.17) I 4 
5 新しい枝 (No.19) I 4 
5 頂上の切断，肩平な項上部の枝構造の改善 (No.2) 1 4 
5 はっきりとした数枚の葉を持つ茂み (No.27) 1 4 
5 濃い陰影の減少 (No.31) 1 4 
5 幹の輪郭線のはっきりとした線 (No.34) 1 4 










10 n. s. 













* * p< .001 
成長指標
有無 x2 






頻出願 成長指標 人 % 
1 幹の成長(長さ) (No.36) 28 62 
2 用紙の偏りの緩和 (No.11) 20 44 
3 小さすぎる木の拡大 (No.2) 18 40 
4 地平線の出現 (No.40) 9 I 20
5 平行で、歪曲のない幹，適度な幅 (No.35) 8 I 17
6 過度に濃い陰影もしくは強化された陰影の緩和 (NIl8) 6 I 13
7 濃い陰影の減少 (No.31) 5 111 
7 幹の輪郭線のはっきりとした線 (No.34) 5 111 
9 新しい枝 (No.19) 4 9 
9 傷，穴，節穴の消失 (No.37) 4 9 
11 弱い線から線の強化・木の枠組みの強化(No.3) 2 4 
11 鳥 (No.42) 2 4 
13 枝の上部への自然な広がり，枝の成長(No.14) 1 2 
13 枝の分岐 (No.16) 1 2 
13 項上の切断，扇平な項上部の枝構造の改善 (No.2) 1 2 
13 はっきりとした数枚の葉を持つ茂み (No.27) 1 2 
13 枝の先端の花 (No.29) 1 2 
13 節穴における動物の出現 (No.44) 1 2 
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TCL: No. 2 小さすぎる木の拡大
No.38 傷 No. 11 用紙の偏りの緩和:均等な空間配置













No.31 項上の切断，肩平な項上部の枝構造 No. 2 小さな木





... 畠畠副aぃ hII白色ι GCL: 
TCL: 「、 No. 2 小さすぎる木の拡大No.10 木と認識できない木 / No. 11 用紙の偏りの緩和:均等な空間配置
No.17 用紙左側への偏り No.34 幹の輪郭のはっきりした線


















A Study on Benefits of Water Play in Childcare 




Mari SHIOKA W A 
Noe TANAKA 
The purpose of this study is to elucidate the benefits of water play in childcare as viewed by 
Growth Check List (GCL) and Trauma Check List (TCL) in Projective Tree Drawing 
Technique. 
The results are the following ; 
① The drawings by children who did water play have more growth indicators than those by 
children who did free play， so water play is more useful for the psychological growth of 
young children. 
② There is no significant difference in the reductive change of TCL indicators in the 
drawings both by children of water play and free play， so we can't say that water play in 
childcare has therapeutic benefits. 
③ The drawings by children of long-period water play have many significant growth 
indicators， so it is useful for the psychological growth of young children， but we can't say 
that it has therapeutic benefits. 
④ Whether water play is in a short period or in a long period， there is no significant 
difference of the benefits on young children's psychological growth between these two， but 
short-period water play can reduce the aggressive impulses and long-period water play 
facilitates the development of individuality and ego integration of young children. 
Keywords: water play， childcare， GCL， TCL， tree drawing 
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